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「
日
本
往
生
極
楽
記
」
の
編
者
慶
滋
保
胤
は
、
若
少
時
よ
り
弥
陀
仏
を
念
じ

て
い
た
。
四
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
、
そ
の
気
持
は
一
層
つ
の
り
、
つ
い
に
、
極

楽
世
界
願
求
の
情
は
、
，
「
行
住
坐
臥
暫
不
レ
忘
。
造
次
二
二
陰
野
・
是
。
」
 
（
往

生
極
楽
記
序
）
と
い
う
ま
で
に
至
っ
た
。

 
周
知
の
如
く
、
「
日
本
往
生
極
楽
記
」
の
成
立
に
は
、
中
国
の
「
浄
土
論
」

・
「
瑞
応
伝
」
の
存
在
を
看
過
で
き
な
い
。
郵
書
所
載
の
往
生
者
を
見
て
触
発

さ
れ
た
保
胤
は
、
こ
の
異
国
の
文
献
に
相
対
す
る
意
味
で
、
「
日
本
」
の
語
を

冠
し
、
「
日
本
往
生
極
楽
詣
」
と
命
名
し
た
。
彼
は
、
「
往
生
極
楽
記
」
の
編

纂
に
あ
た
り
、
国
史
・
諸
人
別
伝
は
も
と
よ
り
、
異
相
往
生
者
が
居
れ
ば
故
老
を

訪
ね
て
収
集
を
行
っ
た
。
彼
は
、
そ
う
し
た
往
生
人
の
伝
を
記
録
し
な
が
ら
、

彼
自
身
も
激
し
い
弥
陀
往
生
思
想
を
持
っ
て
い
た
。
「
往
生
極
楽
記
」
序
に
記

し
た
「
謡
言
與
二
一
切
衆
生
一
。
往
二
生
安
楽
国
一
。
」
と
い
う
一
文
は
、
何
よ
り

も
彼
の
心
的
状
況
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。

 
「
日
本
往
生
極
楽
記
」
が
、
後
の
「
続
本
朝
往
生
伝
」
・
「
拾
遺
・
後
拾
遺

往
生
伝
」
・
「
三
外
往
生
記
」
・
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
な
ど
一
連
の
往
生
伝

の
祖
で
あ
る
こ
と
は
、
敢
て
述
べ
た
て
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
し
か
も
、
本
書

序
文
の
書
式
が
、
こ
れ
ら
一
連
の
往
生
伝
の
序
書
式
の
規
範
と
も
な
っ
て
い

る
。
と
こ
ろ
で
、
本
書
は
、
行
基
菩
薩
伝
の
次
に
、

 
 
仏
子
回
心
在
俗
之
時
。
草
二
追
記
及
減
等
一
。
既
成
二
巻
軸
一
品
。
出
家
之
後
。

 
 
無
・
暇
二
念
仏
一
。
已
絶
二
染
翰
一
。
近
日
訪
二
得
往
生
人
五
六
輩
一
。
便
厩
二
中

 
 
書
大
王
一
。
令
・
如
二
三
記
中
一
。
兼
亦
三
二
潤
色
一
。
大
王
不
レ
辞
。
響
応
下
レ

 
 
筆
。
夢
此
中
可
レ
奉
レ
逆
転
聖
徳
太
子
。
行
基
菩
薩
一
。
此
間
大
王
忽
有
二
沈

 
 
痴
一
。
不
レ
能
二
記
選
一
。
寂
心
感
二
返
夢
想
一
。
披
二
国
史
別
伝
世
一
。
入
二
二

 
 
菩
薩
応
述
旧
事
一
焉
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
本
書
は
、
す
で
に
保
胤
の
出
家
以
前
に

巻
子
本
と
し
て
一
応
の
形
を
整
え
て
お
り
、
出
家
の
後
は
念
仏
三
昧
に
明
け
暮

れ
、
文
筆
の
道
を
断
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
往
生
人
五

六
人
を
訪
ね
得
、
そ
の
加
筆
を
兼
明
親
王
に
依
頼
し
た
。
「
大
王
不
運
。
，
響

応
下
筆
。
」
と
あ
る
の
を
見
る
と
、
こ
こ
で
親
王
補
筆
の
「
往
生
極
楽
記
し
が

成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
つ
い
で
親
王
は
、
本
書
に
聖
徳
太
子
・
行
基
菩
薩
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
風
）

も
加
え
る
べ
き
「
夢
」
想
を
得
た
が
、
「
忽
撃
沈
痢
」
・
と
い
う
状
態
に
立
ち
い

た
っ
た
た
め
、
保
胤
は
「
国
史
別
伝
等
」
を
ひ
ら
い
て
附
加
し
た
の
で
あ
る
。
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、

つ
ま
り
本
書
は
、
現
在
流
布
し
て
い
る
形
態
に
な
る
ま
で
、
二
回
に
わ
た
る
加

筆
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 
恵
心
僧
都
源
信
の
「
往
生
要
集
」
は
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
十
一
月
か
ら

書
き
始
め
ら
れ
、
翌
年
（
寛
和
元
年
）
四
月
に
完
成
し
た
と
い
う
。
そ
の
巻
下

に
「
我
朝
曇
生
者
、
亦
有
其
数
、
具
在
重
氏
日
本
往
生
記
」
，
と
記
さ
れ
て
い
る

点
に
注
目
す
る
と
、
源
信
は
、
「
往
生
要
集
」
成
立
以
前
に
「
往
生
極
楽
記
」

を
見
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
．
「
日
本
紀
略
」
寛
和
二
年
四
月
廿
二
日
の

条
に
「
廿
二
日
庚
申
。
大
内
記
従
五
位
下
野
活
餌
胤
出
家
。
」
と
記
さ
れ
て
い

る
の
に
よ
る
と
、
保
胤
の
出
家
は
《
 
「
往
生
要
集
」
成
立
の
一
年
後
の
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
前
掲
行
基
菩
薩
伝
の
次
に
あ
る
一
文
に
よ
る
と
、
巻
子
本
「
往

生
極
楽
記
」
へ
の
加
筆
・
は
、
保
胤
の
出
家
以
後
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
時
点
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
風
）

兼
明
親
王
に
つ
，
い
て
「
野
獣
」
と
あ
る
の
み
で
、
他
界
し
た
と
は
記
さ
れ
て
い

な
い
。
兼
明
親
王
が
蕗
じ
た
の
は
、
永
延
元
年
（
九
八
七
）
九
月
二
十
六
日
で

あ
る
（
日
本
紀
略
）
。
し
た
が
っ
て
、
現
存
流
布
「
往
生
極
楽
記
」
の
形
が
で

き
上
っ
た
の
は
、
早
く
見
て
も
保
胤
出
家
の
寛
和
二
年
四
月
二
十
二
日
以
降
、

兼
明
親
王
他
界
の
永
延
元
年
九
月
二
十
六
日
以
前
の
こ
と
と
な
ろ
う
。
し
か
も

保
胤
自
ら
「
出
家
之
後
。
無
レ
暇
二
念
二
一
。
己
惚
指
命
翰
一
。
」
・
「
此
間
大
王

忽
有
二
沈
痢
こ
と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
実
際
に
、
最
終
的
な
「
往
生
極

楽
記
」
の
成
立
は
、
兼
明
親
王
麗
去
時
を
あ
ま
り
．
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
頃
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
故
に
、
源
信
が
、
「
往
生
要
集
」
執
筆
の
時
点
で
見
て
い
た

「
往
生
極
楽
記
」
は
、
聖
徳
太
子
・
行
基
菩
薩
の
伝
は
も
と
よ
り
、
後
に
保
胤

が
訪
い
得
た
「
往
生
人
五
六
輩
」
の
加
筆
も
さ
れ
て
い
な
い
、
最
初
の
巻
子
本

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

 
永
延
二
年
一
月
十
五
日
、
源
信
は
、
宋
国
の
周
文
徳
宛
に
「
…
…
…
又
先
師

．
故
慈
恵
大
僧
正
諦
良
源
作
観
音
讃
、
著
作
郎
慶
保
胤
作
十
六
相
讃
及
日
本
往
生

伝
、
前
進
士
為
憲
作
法
華
経
賦
、
同
亦
贈
欲
令
知
異
域
漁
戸
此
志
（
下
略
）
」

と
い
う
書
簡
を
送
っ
て
い
る
（
往
生
要
集
・
朝
野
群
載
巻
二
十
）
。
つ
ま
り
源

信
は
、
源
国
憲
0
「
法
華
経
賦
」
 
（
散
秩
）
な
ど
と
共
に
、
保
胤
の
「
十
六

相
讃
」
・
「
日
本
往
生
極
楽
記
」
を
宋
国
に
贈
っ
て
い
る
。
源
信
が
こ
れ
ら
の

書
を
宋
国
に
贈
っ
た
時
に
は
、
す
で
に
聖
徳
太
子
・
行
基
菩
薩
伝
、
及
び
「
往

生
人
五
六
輩
」
の
加
筆
を
行
っ
た
「
往
生
極
楽
記
」
が
で
き
上
っ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。
無
論
、
源
信
の
贈
っ
た
も
の
が
、
初
期
の
巻
子
本
で
あ
っ
た
の
か
、

あ
る
い
は
加
筆
後
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
明
確
で
な
い
。
た
だ
、
保
胤
は
、

出
家
後
、
叡
山
に
登
っ
て
お
り
、
寛
和
二
年
九
月
十
五
日
に
「
二
十
五
三
昧
起

請
」
を
草
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
保
胤
と
源
信
は
常
に
，
密
接
な
交
流
を
持
っ
て

お
り
、
お
そ
ら
く
、
源
信
が
贈
っ
た
「
往
生
極
楽
記
」
は
、
加
筆
本
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

 
本
書
に
登
載
さ
れ
た
人
物
で
、
没
年
の
明
確
な
者
は
、
す
べ
て
保
胤
の
出
家

前
に
没
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
兼
明
親
王
が
加
筆
し
た
「
往
生
人
五
六
輩
」

が
誰
で
あ
る
の
か
、
そ
の
固
有
名
詞
は
分
ら
な
い
。
序
文
に
「
出
家
貝
母
。

無
レ
暇
二
念
仏
一
。
已
絶
二
号
翰
一
。
」
と
あ
る
の
に
注
目
す
る
と
、
保
胤
出
家
時
に

比
較
的
近
い
本
書
収
載
人
物
は
、
真
覚
、
高
階
真
人
良
臣
、
千
観
で
あ
り
、
ま

た
謹
名
が
記
さ
れ
て
い
る
延
昌
も
加
え
て
良
か
ろ
・
ワ
。
特
に
、
懸
屋
の
没
時

 
（
九
八
三
）

（
永
観
元
年
）
と
保
胤
の
出
家
時
と
は
、
お
よ
そ
三
年
間
の
開
き
し
か
な
い
。

し
か
も
、
「
続
本
朝
往
生
伝
」
序
に
は
「
寛
和
年
中
。
著
作
高
接
保
胤
。
作
二

往
生
記
一
。
伝
二
於
世
一
。
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
保
胤
の
出
家
前
後
に
は
「
往
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生
極
楽
記
」
が
相
当
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
．
「
続
本
朝
往
生
伝
」
に

言
う
「
往
生
極
楽
記
」
が
、
兼
明
親
王
加
筆
本
で
あ
る
の
か
ど
う
か
ま
で
は
分

ら
な
い
。
「
寛
和
」
と
い
う
年
号
に
限
定
す
れ
ば
、
「
往
生
入
五
六
輩
」
が
加

筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
聖
徳
太
子
・
行
基
伝
が
加
わ
っ
て
い
た

・
か
ど
う
か
ま
で
は
断
定
で
き
ま
い
。
兼
明
親
王
の
加
筆
部
分
と
し
て
は
、
千
丁

・
高
階
真
人
良
臣
ら
の
伝
が
想
像
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
本
書
末
尾
の
名
も
分
ら

ぬ
俗
人
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
も
は
や
推
測
の
限
り
で
は
な
い
。

（三）

 
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
本
書
は
、
保
胤
一
人
の
手
に
成
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
し
て
、
本
書
末
尾
に
、

 
 
す
べ
て

 
 
都
盧
四
十
五
人
菩
薩
二
人
比
丘
廿
六
人
沙
弥
三
人
比
丘
尼
三
人

 
 
優
婆
塞
四
人
 
優
婆
夷
七
人

と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
注
目
に
価
す
る
。
す
な
わ
ち
、
右
記
し
た
と
こ
ろ
は
、

編
者
の
配
列
法
を
い
み
じ
く
も
指
摘
し
て
い
る
。
保
胤
は
、
聖
徳
太
子
・
行
基

の
所
謂
「
菩
薩
」
は
と
も
か
く
、
僧
か
ら
俗
人
へ
と
い
う
配
列
を
考
え
て
い

た
。
と
こ
ろ
で
、
「
都
盧
四
十
五
人
」
に
つ
い
て
、
日
本
思
想
大
系
「
往
生
伝

法
三
豊
記
」
 
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
九
年
）
に
は
、

 
 
…
…
…
こ
の
部
類
は
著
者
の
書
い
た
も
の
で
鳳
な
く
、
後
人
に
よ
る
も
の

 
 
と
お
も
わ
れ
、
㌦
こ
の
部
分
を
欠
く
本
も
存
す
る
。
た
だ
、
こ
の
部
類
が
著

 
 
者
の
配
列
意
識
を
正
確
に
と
ら
え
て
い
る
こ
と
は
、
右
表
が
本
書
の
伝
の

 
 
順
序
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
み
て
明
ら
か
で
あ
る
。
著
者
の
念
頭
に
は
、

 
 
後
に
加
え
た
菩
薩
二
所
は
し
ば
ら
く
お
い
て
、
比
丘
（
・
・
比
丘
尼
）
、
沙

 
 
弥
↑
沙
弥
尼
）
、
優
婆
塞
・
優
婆
夷
の
下
衆
の
区
別
が
厳
存
し
、
著
者

「
日
本
往
生
極
楽
記
」
と
慶
滋
保
胤

 
 
は
そ
の
順
に
伝
を
か
か
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
れ
は
著
者
の
範
と
し
た

 
 
迦
才
の
浄
土
漏
話
六
章
に
準
ず
る
も
の
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
相
違
は
な
い
が
、
内
容
を
仔
細
に
検
討
し
て
い
く

と
、
編
者
は
、
あ
る
部
分
に
お
い
て
か
な
め
細
か
く
配
列
を
考
え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
十
六
番
目
に
延
昌
伝
が
記
さ
れ
る
と
、
次
の
第
十
七
番

目
に
漫
雨
の
弟
子
弘
也
（
空
也
）
の
伝
、
そ
し
て
第
十
八
番
目
に
は
空
也
の
弟

子
千
三
の
伝
が
記
さ
れ
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
、
師
弟
関

係
を
配
慮
し
た
も
の
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
同
類
の
内
容
を
持
つ
伝
が
連
続
す

る
部
分
と
し
て
は
、
第
二
十
一
番
目
に
登
場
す
る
大
日
寺
僧
廣
道
が
老
女
往
生

の
語
り
手
的
存
在
で
あ
り
、
次
の
第
二
十
三
話
の
勝
尾
寺
勝
如
も
、
教
信
往
生

話
の
語
り
手
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
の
場
合
は
、
叙
述
の
パ
タ
ー
ン
が
同
じ
も

の
と
言
え
る
。
又
、
第
三
十
番
目
の
尼
某
甲
が
小
松
天
皇
孫
、
第
三
十
一
番
目

の
尼
某
甲
が
宇
多
天
皇
の
孫
で
あ
り
、
こ
の
あ
た
り
、
天
皇
の
孫
に
あ
た
る
尼

の
往
生
伝
が
連
続
す
る
。
そ
し
て
末
尾
の
三
伝
i
近
江
国
坂
田
郡
言
入
・
伊

勢
国
飯
高
塩
引
老
婦
・
加
賀
国
一
婦
女
は
、
・
供
花
に
よ
っ
て
往
生
を
遂
げ
た
点

で
共
通
す
る
。

 
本
書
は
、
菩
薩
・
比
丘
・
沙
弥
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
と
い
う
配
列

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
人
物
の
出
自
や
極
楽
往
生
へ
の

行
業
に
よ
っ
て
、
同
型
の
伝
を
同
一
箇
所
に
集
め
よ
う
と
し
た
編
者
の
意
図
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
他
、
冒
頭
の
聖
徳
太
子
以
下
、
行
基
・
善
謝
・
円

仁
・
鳥
海
・
増
置
ま
で
は
没
年
順
に
な
っ
て
お
り
、
（
増
命
の
次
の
影
野
の
没

年
が
増
命
よ
り
約
十
年
遡
行
す
る
が
、
こ
れ
を
近
時
の
こ
と
と
レ
て
無
視
す
れ

ば
、
明
砧
・
濟
源
ま
で
加
え
ち
れ
よ
う
）
、
編
者
の
年
代
順
配
列
の
意
識
も
う

か
が
え
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、
濟
源
の
次
が
、
智
光
・
頼
光
と
い
う
行
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基
と
同
時
代
の
人
物
の
伝
と
な
り
、
以
下
は
、
全
く
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
没
年

時
を
無
視
し
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
配
列
は
、
「

菩
薩
・
比
丘
・
沙
弥
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
」
の
順
が
根
本
原
理
で
あ

り
、
そ
の
中
に
同
型
の
、
あ
る
い
は
前
伝
と
何
ら
か
の
関
係
が
旧
い
出
せ
る
も

の
は
、
同
一
箇
所
に
並
べ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
四

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

 
保
胤
は
、
本
書
序
文
に
お
い
て
、
 
「
予
自
レ
少
。
日
念
二
弥
陀
仏
心
。
行
年
四

十
以
降
。
其
廿
里
劇
。
口
唱
二
名
号
一
。
同
断
二
相
好
一
。
行
住
坐
臥
暫
不
レ
忘
。

造
次
顯
浦
必
於
レ
是
。
夫
堂
舎
塔
廟
。
有
二
弥
陀
像
一
。
有
二
浄
土
図
一
樹
。
莫
レ

不
二
礼
敬
一
。
」
と
記
し
た
。
そ
し
て
末
尾
に
は
「
願
我
與
一
二
切
衆
生
一
。
往
二

生
安
楽
国
一
 
」
と
も
記
し
た
。
つ
ま
ゆ
、
保
胤
は
、
熾
烈
な
弥
陀
往
生
思
想

を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
序
で
注
意
す
べ
き
は
、
「
念
弥
陀
仏
」
と
「
口
称
名
号

」
と
の
区
別
で
あ
る
。
前
者
は
、
阿
弥
陀
仏
を
心
に
念
ず
v
る
の
で
あ
り
、
後
者

は
、
実
際
に
弥
陀
の
名
号
を
口
に
唱
え
る
の
で
あ
る
。
本
書
に
も
、
観
念
を
行

と
す
る
人
物
と
、
名
号
を
唱
え
る
人
物
と
が
登
場
す
る
。

 
「
念
弥
陀
仏
」
・
「
念
阿
弥
陀
仏
」
・
「
念
弥
陀
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の

に
、
増
命
・
延
暦
寺
東
塔
住
僧
某
甲
・
兼
算
・
尋
静
・
春
服
吃
弘
也
伝
中
の
西

京
一
老
尼
・
身
請
・
真
頼
・
大
日
寺
側
老
女
息
の
二
僧
・
尋
砧
・
光
孝
天
皇
孫

尼
魚
島
・
寛
忠
姉
尼
某
甲
・
飯
高
郡
尼
某
甲
・
高
階
真
人
良
臣
．
源
憩
．
越
智

逆
転
・
女
弟
子
伴
氏
と
い
っ
た
人
物
が
い
る
。
こ
の
う
ち
兼
算
は
、
「
自
画
少

年
時
一
。
、
念
二
弥
陀
仏
一
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
臨
終
時
は
「
口
不
レ

廃
二
念
仏
心
．
。
」
と
あ
る
か
ら
、
観
念
の
世
界
の
み
に
止
住
す
る
の
で
は
な
く
、

実
際
に
名
号
を
唱
え
て
い
る
。
一
方
、
「
常
唱
二
弥
陀
仏
こ
と
い
う
状
態
で
、

世
に
阿
弥
陀
聖
と
称
さ
れ
た
空
也
上
人
も
一
鍛
冶
工
に
「
可
レ
念
二
阿
弥
陀
仏
一
」

と
教
え
て
い
る
。
ま
た
、
観
念
と
い
う
意
味
で
は
、
「
四
威
儀
中
。
唯
観
二
弥

陀
相
好
浄
土
荘
厳
一
」
と
い
う
頼
光
も
、
観
念
の
世
界
に
含
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

 
本
書
の
場
合
、
単
に
「
念
仏
」
と
い
っ
た
場
合
、
文
字
通
り
、
心
に
仏
を
念

ず
る
の
意
で
あ
る
の
か
、
実
際
に
名
号
を
唱
え
て
い
る
の
か
は
、
・
は
な
は
だ
判

別
し
に
く
い
面
が
あ
る
。
尋
静
の
場
合
、
「
書
読
二
金
剛
般
若
一
。
夜
三
二
弥
陀

仏
一
。
」
と
い
う
状
態
で
、
臨
終
時
近
く
に
、
「
三
箇
日
夜
。
三
絶
二
食
飲
一
。

一
心
念
仏
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
の
み
で
は
、
こ
の
「
念
仏
」
が
観
念

で
あ
る
の
か
、
口
称
で
あ
る
の
か
が
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
次
に
「
又
命
二

弟
子
僧
一
。
汝
曾
不
レ
幅
下
勧
二
水
漿
一
致
中
間
訊
上
。
有
レ
妨
二
観
念
一
之
故
也
」
と
記

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
こ
の
「
念
仏
」
も
「
観
念
」
で
あ
る
ら
し

い
。
、
律
師
隆
海
の
場
合
も
「
当
レ
念
二
極
選
一
。
毎
日
沐
浴
念
仏
。
」
と
あ
る
の

ば
、
観
念
的
な
も
の
と
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
「
念
仏
不
レ
休
」
と
い
う
明
砧
、

「
念
仏
為
レ
事
」
と
い
う
濟
源
、
 
「
不
レ
廃
二
念
仏
一
」
と
い
う
女
弟
子
藤
原
氏
な

ど
は
、
は
た
し
て
観
念
で
あ
る
の
か
、
口
称
で
あ
る
の
か
、
明
確
に
断
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

 
「
往
生
極
楽
記
」
の
場
合
、
観
念
観
想
的
傾
向
が
濃
厚
で
あ
る
。
一
方
、
「

遷
化
之
時
。
手
握
二
願
文
一
。
口
唱
二
仏
号
一
。
」
と
い
う
千
．
観
、
「
一
生
之
間
。

称
二
弥
陀
旧
号
一
。
」
と
い
う
教
信
な
ど
の
如
く
、
実
際
に
弥
陀
の
名
号
を
唱
え

た
人
物
も
い
た
。
つ
ま
り
本
書
に
お
い
て
は
、
観
想
念
仏
と
称
名
念
仏
が
交
錯

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

 
本
書
に
は
、
兼
明
親
王
の
夢
想
に
よ
っ
て
、
聖
徳
太
子
と
行
基
菩
薩
伝
を
追

補
し
た
由
の
記
事
が
見
え
る
。
夢
が
、
当
時
、
い
か
に
重
要
視
さ
れ
た
か
は
、

（26）



周
知
の
通
り
で
あ
る
。
本
書
に
も
、
夢
で
自
己
の
往
生
を
告
示
し
た
り
、
あ
る

人
の
往
生
を
夢
み
た
が
故
に
、
そ
の
往
生
が
信
じ
ら
れ
る
と
い
っ
た
形
式
の
も

の
が
多
い
。
「
往
二
生
極
楽
一
。
入
二
同
法
夢
一
」
と
い
う
善
謝
、
枇
杷
左
大
臣
の

夢
に
「
得
レ
免
二
邪
道
一
。
遠
野
二
極
楽
一
了
。
」
と
述
べ
た
無
下
、
友
人
頼
光
の

往
生
を
夢
で
知
っ
た
智
光
、
延
暦
寺
東
塔
住
僧
の
往
生
を
夢
に
見
て
「
我
正
見
二

往
生
極
楽
里
人
二
焉
」
・
と
語
っ
た
普
照
、
敦
忠
女
の
夢
に
蓮
華
船
に
乗
っ
て
西

へ
去
っ
た
千
行
、
石
山
寺
僧
真
珠
の
夢
に
数
十
の
禅
僧
禿
童
子
に
迎
え
ら
れ
て

い
た
真
頼
、
老
尼
の
往
生
と
自
己
の
往
生
の
証
を
夢
み
だ
貫
道
、
夢
に
増
砧
を

迎
え
る
た
め
の
車
を
見
た
あ
る
人
、
入
滅
の
夜
、
三
人
遅
夢
に
龍
頭
舟
に
乗
っ

て
衆
僧
が
迎
え
に
来
た
と
い
う
真
覚
、
高
遠
の
夢
に
往
生
を
告
げ
た
藤
原
義
孝

な
ど
が
、
夢
で
往
生
を
知
ら
れ
た
人
物
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
行
基
の
来

世
に
於
け
る
生
所
（
極
楽
）
を
蘇
生
後
に
語
っ
た
智
光
、
夢
で
前
世
に
お
い
て

阿
弥
陀
仏
に
仕
え
て
い
た
乞
食
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
兼
算
、
往
年
の
夢
に

四
品
朝
服
の
人
が
極
楽
に
生
れ
ん
と
養
せ
ば
一
切
衆
生
の
た
め
に
法
華
経
百
部

を
写
経
せ
よ
と
語
っ
た
と
い
う
延
昌
、
夢
に
あ
る
人
か
ら
上
品
の
蓮
に
生
れ
る

幽
こ
と
を
告
知
さ
れ
た
千
畳
、
夢
に
極
楽
往
生
の
相
を
得
た
廣
道
、
夢
に
極
楽
に

飛
翔
し
聖
僧
か
ら
三
日
後
（
地
上
で
は
三
年
）
に
迎
え
る
と
告
げ
ら
れ
た
玄
海

な
ど
は
、
自
分
自
身
で
往
生
の
証
を
得
た
人
物
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

 
本
書
が
往
生
伝
で
あ
る
以
上
、
収
載
さ
れ
る
人
物
に
何
ら
か
の
往
生
の
証
が

必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
本
書
で
は
、
音
楽
．
・
香
気
（
異
香
）

・
金
光
（
光
明
）
・
紫
雲
・
蓮
香
、
霊
気
・
蓮
花
と
い
っ
た
も
の
が
、
往
生
の

証
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
夢
の
み
で
往
生
を
知
っ
た
善
謝
・
要
港
・
頼
光

・
尋
静
・
延
昌
・
千
観
・
真
頼
・
声
道
・
玄
海
は
と
も
か
く
、
茶
砒
の
間
、
結

ん
だ
印
が
く
ず
れ
な
か
っ
た
隆
海
の
場
合
も
、
極
楽
往
生
の
証
と
認
め
ら
れ
て

「
日
本
往
生
極
楽
記
」
と
慶
滋
保
胤

い
る
。
後
に
附
加
さ
れ
た
聖
徳
太
子
と
行
基
菩
薩
は
、
や
や
特
殊
な
感
じ
が
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
た
ち

る
。
太
子
の
場
合
は
、
死
し
て
な
お
そ
の
容
が
生
き
て
い
る
が
如
く
で
あ
り
、

そ
の
身
は
ば
な
は
だ
香
ば
し
く
、
屍
の
軽
さ
は
衣
服
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
記
し

て
、
往
生
の
証
と
し
て
い
る
。
行
基
の
場
合
は
、
蘇
生
し
た
智
光
が
、
来
世
に

お
け
る
行
基
の
生
所
を
語
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
太
子
は
、
法

華
経
の
持
者
で
あ
っ
た
も
の
の
、
ま
た
、
行
基
は
い
く
つ
か
の
不
可
思
議
な
霊

力
を
示
す
と
は
い
え
、
こ
れ
と
い
っ
だ
修
行
の
様
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
太
子

も
恵
慈
の
「
我
以
二
太
子
麗
日
一
必
死
。
遇
二
太
子
於
浄
土
一
。
」
と
い
う
言
に
よ

っ
て
極
楽
往
生
が
強
調
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。

 
本
書
に
於
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
往
生
人
の
「
心
」
を
重
視
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
「
一
生
持
齋
コ
全
護
二
戒
律
こ
と
い
う
明
砧
は
と
も
か
く
、
「
心
意
潔

白
。
無
レ
信
州
染
著
｝
。
」
と
い
う
成
意
、
「
性
好
二
布
施
一
。
心
少
二
瞑
悉
一
。
」
と

い
う
兼
算
、
「
本
性
無
二
怯
惜
一
。
」
と
い
う
静
静
、
「
心
有
二
慈
悲
一
。
面
無
二

瞑
色
一
。
」
と
い
う
千
観
、
「
仏
性
多
二
慈
悲
一
。
施
中
貫
深
。
」
と
い
う
尋
砧
、

「
自
性
柔
和
。
慈
悲
為
・
心
。
」
と
い
う
尼
某
甲
（
光
孝
帝
孫
）
、
「
意
柔
軟
か

慈
悲
甚
深
。
上
場
華
押
與
一
。
」
ど
い
う
女
弟
子
藤
原
氏
と
い
っ
た
人
物
を
見
る

と
、
往
生
人
た
り
う
る
心
の
状
態
を
も
重
視
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
「
慈
悲
」

い
「
施
心
」
と
い
っ
た
性
癖
が
、
本
来
、
往
生
人
た
り
う
る
一
条
件
で
あ
る
こ
．

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
う
し
た
「
心
」
の
状
態
を
も
重
視
す
る
立
場
は
、

源
信
の
「
往
生
二
野
」
に
も
見
ら
れ
、
時
代
が
下
っ
て
は
長
明
の
「
発
心
集
」

に
も
顕
著
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
の
場
合
は
、
「
慈
悲
」

「
の
心
な
ど
が
、
そ
の
人
物
に
本
来
的
に
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
特
記
し
て
い
る
．

傾
向
が
あ
り
、
「
発
心
集
」
の
場
合
は
、
宗
派
は
ど
う
で
あ
れ
、
又
、
人
間
性

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
「
発
心
」
の
あ
り
方
を
重
視
す
る
と
い
う
相
違
が
あ
る
。
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！

・
そ
う
は
言
っ
て
も
、
本
書
に
は
「
発
心
集
」
編
者
の
思
想
と
同
型
の
も
の
も
あ

る
。
成
意
は
、
「
素
性
潔
白
。
無
レ
所
二
染
三
一
。
」
と
は
い
う
も
の
の
、
「
本
自

不
レ
好
二
持
五
一
。
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
心
の
お
も
む
く
ま
ま
に
食
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
ま
た
げ

師
を
心
配
す
る
弟
子
に
対
し
て
、
「
心
底
二
菩
提
一
。
王
族
ヒ
薄
雲
菩
提
一
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
デ

ど
答
え
、
つ
い
に
極
楽
往
生
な
遂
げ
を
に
い
た
る
。
持
齋
を
せ
ず
に
往
生
の
素

懐
を
遂
げ
た
僧
の
話
で
あ
る
。
■
つ
ま
り
、
「
心
」
「
の
あ
り
方
が
問
題
と
な
る
の

だ
。
趣
意
が
、
い
が
な
る
修
行
を
し
て
い
た
の
か
は
さ
だ
か
で
な
い
。
突
然
、

成
意
は
、
相
応
と
違
命
に
「
唯
今
詣
二
極
楽
｝
。
於
二
彼
界
一
可
レ
奉
・
謁
。
」
と
伝

え
る
よ
う
弟
子
に
命
ず
る
の
だ
。
弟
子
は
「
妖
言
近
レ
妄
。
」
と
言
う
の
で
あ

．
る
が
、
素
意
は
予
告
通
り
往
生
を
遂
げ
る
。
結
局
、
「
往
生
極
楽
記
」
の
ど
こ

を
見
て
も
成
意
が
い
か
な
る
勤
行
を
し
て
い
た
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た

だ
、
注
目
す
べ
き
は
、
成
意
の
厳
然
た
る
態
度
で
あ
る
。
譲
歩
の
行
は
、
お
そ

ら
く
観
想
で
あ
ろ
う
。
持
齋
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
ひ
た
ぶ
る
な
弥
陀
世
界
ぺ

の
思
念
が
、
憶
意
を
し
て
極
楽
往
生
を
遂
げ
せ
し
め
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。

 
本
書
に
見
る
往
生
人
は
、
す
べ
て
弥
陀
往
生
の
願
求
者
で
あ
る
。
同
じ
往
生

伝
で
も
、
後
の
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
に
見
る
兜
率
天
往
生
思
想
な
ど
を
見
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
思
想
的
に
単
純
で
あ
軌
、
伝
そ
の
も
の

も
比
較
的
類
型
的
で
あ
る
。
類
型
的
と
い
う
こ
と
は
、
本
書
の
み
に
あ
て
は
ま

る
も
の
で
な
く
、
諸
往
生
伝
に
言
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
編
者
の
眼
が
、
「
往

生
」
の
一
点
を
注
視
し
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
後
に
輩
出
す
る

諸
往
生
伝
の
鴨
矢
と
し
て
、
本
書
の
史
的
価
値
は
改
め
て
述
べ
た
て
る
ま
で
も

な
か
ろ
う
。

、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
五

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

 
保
胤
は
、
内
記
と
い
う
職
掌
か
ら
し
て
、
文
章
道
に
秀
で
て
い
た
。
し
か
し

本
書
を
編
纂
す
る
に
は
そ
れ
相
当
の
資
料
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
収
集
に
は
そ

れ
相
当
の
苦
心
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
彼
が
属
し
て
い
た
勧
学
会
に
は
、
暗

黙
名
・
大
江
以
言
・
高
階
積
善
・
．
菅
原
定
義
・
藤
原
敦
宗
ら
が
い
た
。
そ
し
て

て
の
勧
学
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
資
料
を
入
手
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
推
定
で
あ
り
、
仮
に
そ
う
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
本
書
全
体
か
ら
考
え
る
と
、
ご
く
部
分
的
な
も
の
で
あ
？
た

と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
本
書
中
の
善
謝
伝
（
美
濃
国
の
人
）
を
考
え
た
時
、

勧
学
会
の
メ
ン
バ
ー
で
鳳
な
い
が
、
保
胤
と
比
較
的
近
い
存
在
に
お
り
、
美

濃
守
と
も
な
っ
た
源
為
憲
が
思
い
浮
か
ぶ
。
し
か
し
、
為
憲
が
美
濃
守
と
な
っ

た
の
は
、
長
保
元
年
（
九
九
九
）
頃
の
こ
と
で
あ
り
、
す
で
に
本
書
成
立
以
後

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
勧
学
会
の
メ
ン
バ
ー
が
地
方
官
と
レ
て
赴
任
し
、
そ
「

の
時
に
入
手
し
た
往
生
人
の
事
蹟
が
、
直
接
、
保
胤
に
流
れ
た
と
見
る
の
は
危

険
な
感
じ
が
す
る
。
む
し
ろ
、
特
定
の
個
人
名
を
あ
げ
る
な
ら
ば
（
そ
の
生
存

時
代
を
考
え
る
と
、
い
さ
さ
か
躊
躇
を
感
じ
る
が
）
美
濃
・
播
磨
・
近
江
国
の

国
司
と
し
て
赴
任
し
た
藤
原
敦
忠
、
お
よ
び
、
そ
の
一
族
の
存
在
に
注
目
す
べ
き

も
の
が
あ
り
、
敦
忠
は
国
司
と
し
て
、
伊
予
権
介
（
承
平
二
年
正
月
任
）
・
近

江
権
介
（
承
平
二
年
正
月
任
）
・
播
磨
守
（
承
平
六
年
正
月
任
）
・
近
江
権
守

（
天
慶
四
年
十
二
月
任
）
と
い
う
経
歴
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
人
思
い
浮

か
ぶ
の
は
伴
彦
真
で
あ
る
。
彦
真
は
、
美
濃
守
（
天
暦
六
年
六
月
任
）
・
播
磨

守
（
天
暦
八
年
五
月
任
）
・
近
江
守
（
天
徳
三
年
正
月
頃
）
と
い
う
経
歴
で
あ

る
。
敦
忠
・
彦
真
に
注
目
す
る
め
は
、
本
書
に
敦
忠
四
男
真
覚
伝
の
記
述
、
千
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観
伝
中
に
登
場
す
る
敦
忠
女
、
江
州
刺
史
彦
真
妻
の
伝
が
あ
る
か
ら
だ
。
も
っ

と
も
敦
忠
が
他
界
し
た
の
は
、
天
慶
六
年
（
九
四
三
）
三
月
七
日
目
こ
と
で
あ

り
（
公
卿
補
任
）
、
本
書
の
成
立
年
時
よ
り
や
や
時
代
が
上
る
旨
々
を
考
え
る

と
、
真
覚
の
出
家
が
承
保
四
年
（
九
六
七
）
、
千
観
の
入
滅
が
永
観
元
年
（
九

八
三
）
の
こ
と
だ
か
ら
、
む
し
ろ
、
保
胤
が
江
州
の
往
生
人
や
、
真
覚
・
千
観

の
往
生
伝
を
入
手
し
た
の
は
、
敦
忠
女
を
通
し
て
で
あ
っ
た
と
推
定
し
た
方
が

正
し
い
か
も
知
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
真
覚
・
千
観
・
彦
真
妻
の
三
聖
の
入
手
経

路
と
し
て
、
断
定
は
で
き
な
い
が
、
敦
忠
一
門
、
と
り
わ
け
、
敦
忠
女
の
存
在

に
注
意
を
要
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

 
本
書
成
立
の
背
後
に
は
、
若
干
の
編
者
の
聞
書
も
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
保

胤
が
、
資
料
を
入
手
さ
せ
て
も
ら
っ
た
一
人
と
し
て
、
あ
る
い
は
敦
忠
女
の
よ

う
な
人
物
も
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
多
く
は
、
「
国
史
別
伝
」
に
中
層

拠
し
た
も
の
か
、
保
胤
自
身
の
体
験
談
（
同
時
代
の
往
生
人
に
接
し
た
）
に
負

う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
本
書
の
成
立
は
、
保
胤
の
、
」
「
念
仏

結
社
」
と
し
て
の
勧
学
会
参
加
が
大
き
な
影
響
を
持
っ
た
、
換
言
す
れ
ば
、
勧

学
会
参
加
に
よ
る
編
者
の
宗
教
意
識
の
高
ま
り
が
大
き
く
作
用
し
た
と
言
え
よ

う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
往
生
伝
の
記
述
に
は
、
保
胤
の
資
質
が
最
も
適
し
て

い
た
。
源
信
が
目
己
の
「
往
生
要
集
」
と
と
も
に
本
書
を
三
国
に
贈
っ
た
の
は
、

」
本
書
の
価
値
を
認
め
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、
往
生
伝
の
嘱
矢
「

・
日
本
往
生
極
楽
記
」
は
、
「
伝
二
三
世
こ
 
（
続
本
朝
往
生
伝
序
）
と
い
う
状
態

に
な
っ
た
。
大
江
戸
房
は
、
本
書
の
「
遣
漏
」
の
往
生
人
の
収
集
に
乗
り
出
し

た
。
以
後
、
往
生
伝
の
系
譜
が
成
立
し
て
行
く
の
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
六
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

「
日
本
往
生
極
楽
記
」
・
と
慶
滋
保
胤

 
保
胤
は
、
大
江
匡
房
に
そ
の
詩
才
を
「
当
時
絶
倫
」
と
称
さ
れ
た
人
物
で
あ

る
。
彼
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
未
だ
詳
細
で
な
い
部
分
が
多
い
。
賀
茂
忠
行
の

第
二
子
と
も
（
尊
卑
分
脈
・
続
本
朝
往
生
伝
）
、
天
文
博
士
保
憲
（
忠
行
子
）

の
二
男
と
も
（
尊
卑
分
脈
異
本
）
、
あ
る
い
は
、
 
「
実
ニ
ハ
陰
陽
師
賀
茂
ノ
忠

行
が
子
他
。
而
ル
ニ
ロ
ト
云
フ
博
士
ノ
養
子
ト
成
テ
、
姓
ヲ
改
メ
テ
民
主
ト

ス
。
」
 
（
今
昔
物
語
集
巻
第
十
九
）
と
い
っ
た
養
子
説
も
あ
る
。
出
自
の
不
明

確
さ
は
と
も
か
く
、
説
話
に
登
場
す
る
保
胤
は
、
道
心
の
深
さ
、
慈
悲
心
の
篤

さ
、
漢
詩
人
と
し
て
の
名
誉
を
伝
え
る
も
の
が
多
い
。
「
今
昔
物
語
集
」
巻
十

九
「
内
記
慶
滋
保
胤
出
家
語
」
第
三
で
は
、
「
心
計
慈
悲
有
テ
身
ノ
才
量
ビ
元

シ
」
・
「
智
リ
深
ク
道
心
盛
リ
ニ
シ
テ
止
事
元
カ
リ
ケ
リ
」
と
記
さ
れ
、
「
続

本
朝
往
生
伝
」
に
は
「
自
二
少
年
時
一
。
心
慕
二
極
楽
一
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

中
世
の
説
話
集
「
撰
集
抄
」
は
「
心
に
慈
悲
ふ
か
く
し
て
、
生
き
ど
し
生
け
る

た
ぐ
ひ
を
ば
あ
は
れ
み
、
（
中
略
）
内
記
入
道
の
よ
う
つ
の
物
の
あ
は
れ
む
は
、

諸
仏
菩
薩
の
ご
と
く
、
堅
固
の
大
悲
の
深
け
れ
ば
、
心
の
底
も
す
み
わ
た
り
て
・

少
し
も
た
が
は
ぬ
菩
薩
の
御
心
な
る
べ
し
」
（
巻
五
「
内
記
入
道
保
胤
慈
悲
深
キ

事
」
）
と
記
し
、
「
発
心
集
」
は
、
「
心
に
仏
道
を
望
み
願
う
て
、
事
に
ふ
れ
て

哀
み
深
く
な
ん
有
り
げ
る
」
 
（
巻
第
二
「
内
記
入
道
寂
心
事
」
）
と
記
す
に
い

た
る
。

 
前
掲
「
今
昔
物
語
集
」
巻
十
九
の
保
胤
説
話
は
、
、
「
身
ノ
野
並
ビ
充
シ
」
・

「
貴
キ
聖
人
」
・
「
智
リ
深
ク
道
心
盛
リ
ニ
シ
テ
止
事
元
カ
リ
ケ
リ
」
と
思
っ

た
保
胤
賞
讃
の
辞
を
随
所
に
配
置
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
続
本
朝
往
生
伝
」

の
如
く
、
往
生
人
と
し
て
記
す
ま
で
に
は
い
た
つ
て
い
な
い
。
「
今
昔
物
語
集
」

に
伝
え
る
保
胤
縁
は
、
紙
数
の
関
係
で
、
内
容
に
つ
い
て
は
省
く
が
、
随
所
に

見
え
る
賞
讃
の
辞
は
別
と
し
て
、
俗
入
の
眼
に
は
、
む
し
ろ
奇
矯
と
も
見
え
る

（29）
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も
の
で
あ
る
。
類
話
と
の
関
係
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
が
、
確
か
に
保

胤
の
純
粋
で
ひ
た
ぶ
る
な
仏
道
心
を
躍
如
と
伝
え
て
い
る
反
面
、
そ
の
背
後
に

は
、
保
胤
を
む
し
ろ
冷
笑
し
て
い
る
か
の
如
き
本
説
話
創
作
者
の
態
度
が
チ
ラ

つ
く
の
だ
。
こ
れ
が
、
中
世
代
の
「
発
心
集
」
に
な
る
と
、
創
作
者
の
戯
画
化

は
全
く
消
え
、
．
完
壁
な
道
心
者
保
胤
の
姿
を
伝
え
る
の
み
で
あ
る
。
「
発
心
集
」

に
い
た
っ
て
は
、
「
今
昔
物
語
集
」
に
見
ら
れ
た
舎
人
男
の
嘲
笑
は
微
塵
も
な

い
。
保
胤
の
異
常
な
ま
で
の
慈
悲
心
が
目
立
つ
の
み
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
保

胤
豫
が
、
中
世
代
の
人
々
に
お
け
る
そ
れ
と
の
間
に
は
、
差
が
あ
る
こ
と
は
当

然
で
あ
る
。
，
又
、
往
生
伝
中
の
人
物
と
し
て
、
美
化
馬
理
想
化
さ
れ
て
行
っ
た

面
も
あ
る
だ
ろ
う
。
「
今
昔
物
語
集
」
に
伝
え
る
陰
陽
師
の
話
、
馬
と
舎
人
の

話
、
犬
の
話
は
、
見
方
に
よ
れ
ば
、
保
胤
の
「
物
狂
ハ
シ
キ
」
一
面
を
伝
え
る

も
の
と
も
言
え
る
。
 
「
今
昔
物
語
集
」
巻
十
九
の
第
一
話
は
宗
貞
、
第
二
話
は

定
基
、
第
三
話
が
こ
の
保
胤
説
話
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
公
に
仕
え
、
後
に
出
家

し
て
貴
き
聖
人
と
称
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
保
胤
説
話
は
、
小
児

の
如
き
無
邪
気
さ
が
見
事
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
「
智
リ
有
ル
」
聖
人
を

描
出
し
た
と
は
言
い
難
い
。
「
智
リ
有
ル
人
也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
犬
ノ
心
ヲ
不
レ
知

シ
テ
、
前
生
ノ
事
ヲ
思
ヒ
テ
敬
フ
一
、
一
犬
知
ナ
ム
ヤ
」
と
い
う
編
者
の
感
想
は
、

む
し
ろ
保
胤
の
愚
か
さ
を
調
刺
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
感
想

は
、
次
の
「
内
記
ノ
聖
人
ト
云
テ
、
智
リ
深
ク
道
心
盛
リ
ニ
シ
テ
、
止
事
元
カ

リ
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
い
う
一
文
と
ど
う
も
矛
盾
し
て
く

る
。
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
類
話
を
考
え
る
と
、
出
典
と
目
さ
れ
る
盛
挙
文
献

と
の
関
係
も
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
る
ま
い
が
、
も
し
事
実
を
多
分
に
歪
め
、
こ

の
よ
う
な
烏
潜
話
と
で
も
言
う
べ
き
保
胤
説
話
を
作
り
上
げ
た
と
す
る
と
、

明
ら
か
に
そ
こ
に
は
保
胤
に
対
す
る
創
作
者
の
冷
笑
が
チ
ラ
つ
い
て
い
る
。

「
今
昔
物
語
集
」
の
犬
と
保
胤
説
話
に
見
る
戯
画
化
は
、
「
撰
集
抄
」
で
は
全

く
消
失
し
、
慈
恵
を
し
て
「
た
ゴ
人
に
て
は
お
は
せ
ず
」
と
評
せ
し
め
る
完
壁

な
求
道
者
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
撰
集
抄
」
で
、
保
胤
を
「
菩
薩
の
御

心
な
る
べ
し
」
と
述
べ
る
、
言
わ
ば
最
大
の
賞
讃
の
辞
は
、
彼
に
対
す
る
申
世

代
の
評
価
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
同
書
冥
界
第
六
「
恵
心
僧
都
水
観

保
胤
入
道
難
事
」
な
ど
に
な
る
と
、
恵
心
僧
都
と
と
も
に
保
胤
は
神
が
か
っ
て

く
る
。
'

 
「
発
心
集
」
や
「
撰
集
抄
」
に
な
る
と
、
 
「
今
昔
物
語
集
」
に
見
る
よ
う
な

戯
画
化
さ
れ
た
保
胤
像
と
は
ほ
ど
遠
い
、
完
壁
な
求
道
者
に
造
形
さ
れ
、
言
わ

ば
、
聖
者
と
し
て
の
風
貌
の
み
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
 
「
日
本
往
生
極
楽
記
」

の
編
者
、
そ
し
て
勧
学
会
、
二
十
五
三
昧
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
保
胤
が
、

活
発
人
間
像
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
保
胤
は
、
そ
の
詩
才
を
匡

房
に
源
順
以
上
と
評
さ
れ
（
江
河
抄
第
五
）
、
又
、
彼
は
、
豊
平
親
王
の
問
に

対
し
て
、
匡
衡
・
画
名
・
以
言
・
お
よ
び
自
分
自
身
の
漢
詩
を
気
の
き
い
た
比

喩
で
評
す
る
才
能
を
も
有
し
て
い
た
（
古
今
著
聞
集
巻
第
四
）
。
し
か
し
、
一

方
に
お
い
て
、
 
「
今
昔
物
語
集
」
に
描
か
れ
た
如
く
、
彼
が
戯
画
化
さ
れ
る
よ

う
な
人
間
像
で
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
 
「
町
営
抄
」
第
五
「
勘
解
由
相

公
（
有
国
）
誹
二
読
保
胤
一
事
」
に
、

 
 
勘
解
由
相
公
常
誹
一
誘
保
胤
一
。
生
々
守
二
庚
申
一
序
云
夫
庚
申
者
吉
人
守
レ

 
 
之
。
今
人
守
レ
之
。
勘
解
由
相
公
嘲
之
云
。
古
雲
南
守
。
今
証
人
守
ト
可
レ

 
 
読
ト
云
々
。
又
以
二
書
籍
不
審
事
一
問
二
保
胤
【
。
保
胤
常
称
二
喜
々
一
。
傍
勘

 
 
解
由
相
公
為
レ
試
二
保
胤
一
。
作
二
虚
本
文
一
問
レ
之
。
又
称
二
延
々
一
。
傍
嘲
號
二

 
 
予
々
主
一
。
保
胤
伝
二
聞
之
一
作
二
長
句
一
路
。
蔵
人
所
粥
焼
レ
唇
。
平
雑
色
之

 
 
恨
難
レ
忘
。
金
吾
殿
杖
砕
レ
骨
。
藤
勾
当
之
恩
難
レ
報
云
々
。
逸
事
皆
有
二
由
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五
一
。
彼
人
並
獲
云
々
。
古
人
皆
以
如
レ
此
。
保
胤
錐
レ
仕
二
仏
人
々
情
一
被

 
 
二
三
慢
一
思
其
菰
野
レ
適
者
鰍
云
々
。
 
（
類
話
は
、
「
古
事
談
」
第
六
）

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
説
話
は
、
藤
原
有
国
の
人
の
悪
さ
を
伝
え
る
も
の

で
は
な
い
。
「
有
々
主
」
と
い
う
不
要
の
緯
名
を
つ
け
ら
れ
る
に
到
っ
た
保
胤

の
人
問
性
の
「
無
異
」
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
説
話
か
ら
う
か
が
え
る
も
の

は
、
保
胤
が
賢
し
ら
的
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
く
、
「
江
談

抄
」
第
四
に
、
保
胤
の
人
間
像
の
一
端
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、

 
 
以
二
仏
神
通
一
軍
酌
尽
。
経
二
僧
祇
劫
一
掃
朝
宗
。
弘
誓
深
温
海
。
二
言
。

 
 
 
転
句
酌
字
。
夕
作
レ
基
。
大
之
朝
宗
為
レ
対
レ
之
也
。
面
心
上
人
見
レ
之
。

 
 
 
感
歎
頗
有
二
妬
気
一
。

と
い
う
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
江
以
言
の
詩
に
保
胤
が
「
頗
」
る
「
妬
気
」

を
示
し
た
と
い
う
の
だ
。
つ
ま
り
、
「
今
昔
物
語
集
」
系
の
説
話
は
、
」
保
胤
を

徹
底
的
に
戯
画
化
し
、
「
江
談
抄
」
は
、
保
胤
の
人
間
臭
を
伝
え
て
い
る
。
こ

れ
が
、
 
「
発
心
集
」
・
「
撰
集
抄
」
．
に
な
る
と
、
人
間
臭
の
消
失
は
勿
論
、
完

壁
な
聖
的
求
道
者
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か

け
て
、
保
胤
に
対
す
る
評
価
の
変
遷
を
見
る
こ
之
が
で
き
る
。
た
だ
問
題
は
、

「
破
談
抄
」
の
語
り
手
大
江
匡
房
が
、
「
江
談
抄
」
そ
の
も
の
に
お
い
て
は
、

保
胤
の
人
間
臭
を
伝
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
続
本
朝
往
生
伝
」
で
は

彼
を
往
生
人
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
江
談
抄
」
と
「

．
続
本
朝
往
生
伝
」
の
成
立
年
時
の
差
違
と
も
考
え
得
る
し
、
あ
る
い
は
「
日
本

往
生
極
楽
記
」
の
編
者
に
対
す
る
敬
意
と
も
考
え
得
る
。
だ
が
、
上
房
自
身
の

心
の
歴
史
か
ら
見
る
と
、
保
胤
に
対
す
る
評
価
の
ゆ
れ
動
き
が
あ
っ
た
と
目
さ

れ
る
。

 
空
也
上
人
ば
か
り
で
な
く
、
保
胤
に
対
し
て
種
々
の
影
響
を
与
え
た
人
物
と

「
日
本
往
生
極
楽
記
」
と
慶
滋
保
胤

し
て
源
信
が
い
た
。
保
胤
は
、
こ
の
源
信
と
共
に
、
二
十
五
三
昧
会
の
メ
ン
バ

ー
と
親
し
く
交
流
を
持
っ
た
。
こ
の
他
、
保
胤
の
交
っ
た
人
物
の
中
で
看
過
で

き
な
い
の
が
、
仁
康
上
人
で
あ
る
。
河
原
左
大
臣
源
融
の
三
男
で
あ
る
仁
康
は
、

夢
の
告
げ
に
よ
り
地
蔵
講
を
行
い
、
最
後
は
、
「
眠
ル
が
如
ク
」
終
っ
た
往
生

人
で
あ
る
（
「
今
昔
物
語
集
」
巻
十
七
「
僧
仁
康
祈
二
念
地
蔵
一
二
二
疫
腐
難
一
語
」

第
十
）
。
こ
の
「
今
昔
物
語
集
」
に
伝
え
る
仁
康
説
話
は
、
「
治
安
三
年
」
 
（

一
〇
二
三
）
の
こ
と
と
い
う
か
ら
、
保
胤
死
後
の
こ
と
で
あ
る
。
「
心
二
因
果
、

ヲ
信
ジ
テ
三
宝
ヲ
敬
ヒ
、
身
二
戒
行
ヲ
持
テ
衆
生
ヲ
哀
ブ
事
仏
ノ
如
シ
」
と
い

う
仁
康
に
、
生
前
、
保
胤
は
精
神
的
な
教
導
を
さ
れ
た
ら
し
い
。
「
続
古
事
談
」

第
四
神
社
仏
寺
篇
に
、

 
 
河
原
院
ハ
融
左
大
臣
ノ
家
也
。
（
中
略
）
其
後
仏
閣
ニ
ナ
リ
ニ
ケ
リ
。
仁

 
 
康
聖
人
ト
云
モ
ノ
知
識
ヲ
ス
ス
メ
テ
、
丈
六
ノ
釈
迦
仏
ヲ
造
り
テ
、
コ
ノ

 
 
所
ニ
ス
へ
奉
ツ
リ
ケ
リ
。
大
安
寺
ノ
釈
迦
仏
ハ
天
人
ノ
造
り
タ
ル
也
。
ソ

 
 
レ
ヲ
写
シ
テ
仏
師
康
尚
此
仏
ヲ
造
レ
リ
。
維
敏
引
伸
ナ
ド
イ
フ
武
者
ヨ
リ
・

 
 
始
テ
結
縁
助
成
セ
リ
。
本
堂
ヲ
作
テ
始
デ
五
時
講
ヲ
行
フ
。
時
ノ
明
曇
日

 
 
ゴ
ト
ご
請
ニ
オ
モ
ム
ク
。
所
謂
山
ノ
座
主
花
山
厳
久
僧
都
、
横
川
明
豪
僧

 
 
正
、
東
塔
静
仲
供
奉
、
静
昭
法
橋
、
清
範
律
師
也
。
説
経
論
義
コ
ト
バ
ヲ

 
 
尽
テ
オ
キ
ロ
ヲ
キ
ハ
ム
。
願
文
ハ
大
江
匡
衡
作
リ
、
佐
理
宰
相
清
書
セ
ラ

 
 
レ
タ
リ
。
イ
カ
ニ
メ
デ
タ
カ
リ
ケ
ム
。
思
ヒ
ヤ
ル
ベ
シ
。
聴
聞
ニ
ハ
、
山

 
 
ニ
ハ
恵
心
檀
那
ノ
僧
都
ヨ
リ
早
手
、
層
奈
良
ニ
ハ
小
嶋
真
興
僧
都
、
清
海
上

 
 
人
已
下
七
大
寺
コ
ゾ
リ
テ
集
マ
ル
。
内
記
上
人
三
川
入
道
ナ
ド
サ
モ
ァ
ル

 
 
人
残
ル
ハ
ナ
カ
リ
ケ
リ
。
 
（
下
略
）

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
保
胤
は
、
仁
康
が
催
し
た
法
会
の

場
に
し
ば
し
ば
出
席
し
て
い
た
こ
と
が
想
豫
さ
れ
る
。
又
、
、
「
江
談
抄
」
第
六
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旨
 
1
」
「

に
、

 
 
昔
切
望
天
之
安
居
九
十
日
コ
刻
二
赤
栴
檀
一
隅
模
二
尊
容
一
。
今
駿
提
河
之
滅

 
 
度
二
千
年
。
葭
葺
磨
・
金
工
社
二
両
足
一
。
匡
衡
。

 
 
 
胆
心
仁
康
上
人
入
唐
之
時
。
為
レ
茸
山
噛
ユ
ハ
波
羅
密
寺
一
供
二
養
仏
教
一
之

 
 
．
願
文
也
。
年
忌
参
会
貴
賎
済
々
焉
。
講
畢
。
集
会
人
皆
悉
令
レ
散
之
間
。

 
 
 
保
胤
入
道
猶
留
到
二
俗
客
座
一
。
叩
二
言
衡
背
一
事
。
三
殿
筆
リ
ケ
リ
云
々
。

 
 
 
子
・
時
匡
衡
弾
正
昼
食
。
在
二
此
講
席
一
之
故
也
。
又
入
道
陳
云
。
依
レ
如
レ

 
 
 
公
爵
レ
出
二
文
場
一
也
。
見
二
此
句
「
作
二
骨
心
～
有
二
平
縁
～
。
且
為
二
菩
提
之

 
 
 
妨
一
云
々
。

と
い
う
説
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
、
聖
画
が
母
の
た
め
に
行
う
た

法
会
の
場
で
、
匡
衡
の
秀
逸
な
願
文
を
保
胤
が
「
為
二
菩
提
之
妨
一
」
と
述
べ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
願
文
は
、
「
本
朝
文
粋
」
巻
第
十
三
に
「
為
・
仁
康
上
人
「
。

修
二
五
時
講
願
文
」
と
題
し
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
入
唐
に
臨
む
仁
康
の
、
母

を
思
う
気
持
が
行
間
よ
り
察
せ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
保
胤
は
、
仁
康
が
母
の
た

め
に
行
っ
た
法
会
に
も
出
席
し
て
い
る
。
保
胤
は
、
横
川
の
僧
仁
愛
に
公
私
を

通
し
て
影
響
を
受
け
た
ら
し
い
。

 
と
こ
ろ
で
、
保
胤
が
「
日
本
往
生
極
楽
記
」
を
執
筆
す
る
に
到
る
背
後
に
は
、

勧
学
会
の
存
在
を
看
過
で
き
な
い
。
康
保
元
年
（
九
六
四
）
に
結
成
さ
れ
た
勧

学
会
は
、
保
胤
が
「
暮
春
於
僻
心
波
羅
蜜
寺
供
花
会
一
、
聴
レ
講
＝
法
華
経
一
、
同

賦
二
一
称
南
無
仏
一
」
 
（
本
朝
国
粋
鷲
鼻
）
と
題
す
る
一
文
の
中
で
、

・
 
…
…
…
毒
素
相
倒
錯
。
世
有
二
勧
学
会
一
。
又
有
二
極
楽
会
一
。
講
経
之
後
。

 
 
以
レ
詩
而
讃
レ
仏
。
今
此
供
花
之
会
。
何
無
二
歎
・
仏
身
文
一
哉
。
満
座
許
諾
。

 
 
誰
人
聞
然
。
使
以
日
経
中
一
称
南
無
仏
一
句
一
。
抽
為
二
題
目
一
。
 
（
下
略
）

と
記
し
、
又
、
同
じ
く
保
胤
が
、
「
台
山
禅
信
二
十
口
翰
林
書
生
二
十
人
。
，
共

作
二
仏
事
一
。
日
二
勧
学
会
一
三
。
」
 
（
本
朝
文
粋
巻
十
「
暮
秋
勧
学
会
。
於
二
禅

林
寺
｝
聴
・
講
二
法
華
経
一
。
同
盟
三
聚
レ
沙
為
二
仏
塔
一
」
と
記
し
、
あ
る
い
は
、
高

階
積
善
が
「
暮
春
暮
秋
十
五
日
目
三
衣
白
四
十
人
。
講
一
一
法
華
一
弄
二
文
藻
一
。
名

為
二
勧
学
会
こ
 
（
本
朝
文
無
墨
髭
「
暮
秋
勧
学
会
。
於
二
法
産
院
｝
。
聴
レ
講
二
法

華
経
一
。
同
賦
二
世
尊
大
恩
一
」
）
と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
、
法
華
経
の
講

を
開
き
、
下
中
の
一
句
を
題
と
し
て
作
詩
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
会
そ
の
も
の

は
、
「
講
二
法
華
一
国
二
文
藻
一
」
と
い
う
も
の
で
、
言
わ
ば
「
一
種
の
念
仏
結
社
」

（
井
上
光
貞
氏
「
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
」
）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
勧

学
会
の
根
幹
に
あ
る
も
の
は
、
前
掲
「
暮
秋
勧
学
会
。
於
二
禅
林
寺
一
聴
レ
講
二
法

華
-
経
一
。
同
急
調
聚
レ
沙
為
二
仏
塔
一
」
に
、

 
 
…
…
…
方
今
令
三
一
切
衆
生
。
入
二
諸
仏
知
見
一
。
莫
・
先
二
三
法
華
経
一
。

 
 
故
起
・
心
合
・
掌
。
講
其
句
偶
「
。
灌
平
門
感
取
。
生
・
極
楽
世
界
｝
。
莫
・

 
 
勝
二
於
弥
陀
仏
一
。
故
開
・
口
揚
レ
聲
。
唱
二
其
名
号
【
。
凡
知
下
墨
会
一
等
。
謂

 
 
為
二
見
仏
聞
法
之
張
本
一
。
軽
二
三
会
一
蹴
。
恐
為
二
風
月
詩
酒
之
野
遊
｝
。

と
あ
る
よ
う
に
、
強
い
弥
陀
往
生
思
想
で
あ
っ
た
。

 
井
上
光
貞
氏
は
、
日
本
思
想
大
系
「
往
生
伝
法
華
験
記
」
解
説
（
岩
波
書
店
、

昭
和
四
十
九
年
）
に
お
い
て
、

 
 
花
山
天
皇
は
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
六
月
、
藤
原
兼
家
ら
の
陰
謀
に
よ
っ

 
 
て
退
位
出
家
し
、
塗
家
一
「
門
に
よ
つ
で
摂
関
政
治
の
最
盛
期
に
入
っ
て
い

 
 
く
が
玉
こ
の
い
わ
ば
ピ
ー
ク
を
直
前
に
し
て
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
の

 
．
冬
、
源
為
重
は
三
宝
絵
を
著
わ
し
、
つ
づ
い
て
保
胤
は
本
書
を
草
し
た
。

 
 
ま
た
翌
年
四
月
、
源
信
は
往
生
画
集
を
完
成
し
、
さ
ら
に
花
山
出
家
の
前

 
 
々
月
に
は
保
胤
が
出
家
し
て
虚
心
と
な
の
り
叡
山
の
横
川
に
入
っ
て
い
る

 
 
（
日
本
紀
略
）
。
し
か
も
そ
れ
と
と
も
に
勧
学
会
は
解
散
し
て
、
こ
ん
ど
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は
横
川
に
二
十
五
三
昧
会
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
五
月
の
発
願
文
や
九
月
幽

 
 
の
起
請
に
よ
れ
ば
、
源
信
と
保
胤
は
二
十
五
三
昧
会
の
結
成
の
中
心
で
あ

 
 
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
勧
学
会
に
は
じ
ま
っ
た
念
仏
結
社
は
、

 
 
こ
こ
に
お
い
て
二
十
五
三
昧
会
へ
と
発
展
解
消
を
と
げ
た
わ
け
で
あ
る
。

 
 
以
上
に
よ
れ
ば
往
生
極
楽
記
は
、
こ
の
よ
う
な
宗
教
運
動
の
た
か
ま
り
の

 
 
な
か
で
、
保
胤
が
出
家
す
る
直
前
に
書
か
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

と
、
「
日
本
往
生
極
楽
記
」
成
立
に
い
た
る
経
緯
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
井
上
氏
の
御
高
論
を
敷
平
す
れ
ば
、
本
書
は
、
在
俗
時
代
の
保
胤
が
、
後

に
輩
出
す
る
往
生
伝
の
始
祖
を
作
り
得
た
と
こ
ろ
に
成
立
の
意
義
が
あ
る
。

 
保
胤
が
、
具
平
親
王
を
中
心
と
す
る
「
文
壇
」
（
大
曾
根
章
介
氏
「
凡
書
親

王
考
」
、
国
語
と
国
文
学
、
昭
和
三
十
三
年
二
月
）
に
出
入
り
し
、
大
江
飯
能
・

大
江
証
言
・
源
順
・
源
為
筋
と
い
っ
た
当
代
の
代
表
的
文
人
達
と
交
流
の
あ
っ

た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
五
位
下
・
大
内
記
と
い
う
彼
の

地
位
は
、
、
保
胤
自
ら
を
し
て
「
位
」
「
卑
」
 
（
池
亭
記
）
と
言
わ
し
め
る
こ
と

に
も
な
る
。
天
元
五
年
（
九
八
二
）
十
月
、
「
池
亭
記
」
を
執
筆
し
た
保
胤
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ま
さ
か

そ
こ
で
「
町
立
」
に
な
ん
な
ん
と
し
て
「
適
」
に
「
少
宅
」
を
持
っ
た
こ
と

を
記
し
、
そ
の
満
ち
足
り
た
生
活
を
叙
述
し
た
。
し
か
し
、
前
半
に
お
い
て
、

「
方
丈
記
」
に
も
利
用
さ
れ
た
、

 
 
 
 
 
 
 
 
う
た
か
た

 
 
…
…
…
富
者
未
二
必
有
7
徳
。
貧
者
亦
猶
有
・
恥
。
又
近
二
勢
家
一
容
二
三
身

 
 
著
。
屋
錐
レ
破
不
レ
得
レ
葺
。
垣
錐
レ
壊
不
レ
得
レ
簿
、
有
レ
楽
不
レ
能
二
大
開
レ
ロ

 
 
而
咲
一
。
有
レ
哀
不
レ
能
二
高
揚
レ
声
而
嬰
一
。
進
退
有
レ
権
。
心
神
不
レ
安
。
馨

 
 
猶
三
鳥
雀
之
近
二
鷹
鵡
一
 
。
 
 
 
 
 
'

と
い
う
一
文
や
、
「
予
本
無
二
居
処
一
。
三
二
居
上
東
門
之
人
家
一
。
常
思
二
三
益
一
。

不
レ
要
二
永
住
一
。
縦
求
不
レ
可
レ
得
之
。
」
と
か
、
あ
る
い
は
、
「
近
代
人
世
之

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
凧

「
日
本
往
生
極
楽
記
」
と
慶
滋
保
胤

事
。
無
三
可
7
恋
。
」
、
「
不
レ
如
レ
無
レ
師
。
（
党
略
）
不
・
如
・
無
・
友
。
」
と

い
っ
た
一
節
に
、
物
質
的
に
も
精
神
的
に
も
保
胤
の
恵
ま
れ
な
い
境
遇
を
推
察

し
得
る
。
ほ
ぼ
五
十
歳
に
達
す
る
年
齢
に
な
っ
て
い
た
保
胤
が
、
「
近
代
人
世

之
事
。
無
一
二
可
7
恋
」
と
吐
露
す
る
に
い
た
る
に
は
、
そ
れ
相
応
の
理
由
が
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

っ
た
だ
ろ
う
。
は
た
目
に
は
、
す
ね
者
と
映
る
よ
う
な
保
胤
が
、
と
に
か
く
往

生
人
の
事
蹟
を
綴
り
、
又
、
自
ら
も
往
生
伝
中
の
人
物
と
な
り
、
鎌
倉
時
代
に

は
心
的
帰
仏
者
の
名
を
記
し
と
ど
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

 
考
え
て
み
る
と
、
保
胤
ほ
ど
説
話
化
さ
れ
た
人
物
も
珍
し
い
。
往
生
を
遂
げ

一
た
も
の
の
、
衆
生
利
益
の
た
め
に
浄
土
か
ら
娑
婆
に
帰
っ
た
と
か
（
続
本
朝
往

生
伝
）
、
卒
塔
婆
の
あ
る
ご
と
に
下
馬
し
て
地
に
額
を
こ
す
り
つ
け
て
礼
拝
し

た
と
か
、
脱
俗
の
世
界
に
生
き
た
人
物
と
し
て
の
保
胤
像
が
諸
書
に
伝
え
ら
魚

て
い
る
。
し
か
し
、
晩
年
は
と
も
か
く
、
青
壮
年
期
の
保
胤
ば
、
そ
れ
な
り
に
人

生
の
苦
渋
を
味
わ
う
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
又
、
そ
の
人
間
性
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

「
聖
書
」
で
あ
る
が
故
に
、
す
ね
者
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
場
合
が
あ
っ

た
こ
と
も
想
像
さ
れ
て
な
ら
な
い
。
保
胤
が
真
に
解
脱
の
境
に
到
っ
た
か
ど
う

か
は
分
ら
な
い
。
た
だ
、
彼
．
の
過
去
に
苦
悩
に
満
ち
た
娑
婆
苦
の
世
界
が
存
在

し
た
こ
と
は
、
残
さ
れ
た
作
品
か
ら
、
容
易
に
推
測
し
得
る
の
で
あ
る
。

（33）


